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※解説がオプションプログラムの内容である場合が
あります。ご了承ください。

線形・縦断・横断の連動や線形計算での
豊富な計算、図面からの横断作成など、
作業効率化の操作手順が習得できます。
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［EX-TREND武蔵 インデックス］を 
ダブルクリックします。 

 

 

 

 確認メッセージが表示された場合は、 
［OK］をクリックします。 

 EX-TREND武蔵 インデックスが起動します。 

 

 

［EX-TREND武蔵 インデックス］を起動します。 
 

EX-TREND武蔵のデータは［EX-TREND武蔵 インデックス］で工事ごとに管理します。 
ここでは、インデックスの起動、自社情報の入力、工事データの新規作成、バックアップの方法などを説明します。 

1 インデックス 

1-1 インデックスを起動する 

1 

2 
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インデックス起動時に表示される自社情報を入力します。 
 
 

1-2 自社情報の入力 

 名称（会社名）や住所、電話番号、 
地域などを入力します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

・自社情報に入力した内容は、各プログラムの共通の情報として連動します。 
例えば、［地域］は電子納品の要領・基準案などに初期設定として反映されます。 

 
・自社情報はメニューバーの［ファイル］－［自社情報］で編集できます。 
 
 
 
 
 

1 

2 

［キャンセル］をクリックすると、 
次回インデックス起動時に自社情報
ダイアログが再表示されます。 
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インデックスの画面周りを説明します。 
 
 

1-3 インデックスの画面構成 

グループ一覧 工事をグループごとに管理できます。 
グループを選択すると、所属する工事が   （工事一覧）に表示されます。 
右クリックして表示されるポップアップメニューでグループを追加・編集・削除できます。 
グループは 5階層まで作成可能です。 

工事一覧 （グループ一覧）で選択中のグループの工事が一覧表示されます。 
［表示］－［工事の表示方法］で、表示方法の切り替えが可能です。 

アイコンバー ［新規工事］：新しい工事を作成します。 
［作業開始］：選択した工事の作業を開始します。 
［QA］：よくある質問への回答を閲覧できます。 
［最新に更新］：一覧を最新に更新します。 
［終了］：アプリケーションを終了します。 

工事編集パネル ［工事情報］［電子納品］［工事内容（工種）］［管理基準］を編集するコマンドを
実行できます。 

ステータスバー スケジュールに入力したイベントや工事データの保存先などが表示されます。 
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［新規工事］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［新しく工事を作成する］をクリックします。 

 

 

 

グループごとに工事を管理する場合は、 
所属するグループを選択して 
［新規工事］をクリックしてください。 
※工事作成後にグループを移動することも
できます。 

新しい工事を作成します。 
 
 

1-4 新規に工事を作成する 

その他の作成方法は以下の通りです。 

［既存工事から作成する］ 
既存の工事データを再利用して工事を
作成する場合に選択します。 

［工事完成図書を参照する］ 
発注者からのデータや以前の納品データ
を参照して工事を作成する場合に選択
します。 

［積算データから作成する］ 
積算ソフトのデータを元に工事を作成 
する場合に選択します。 
※工事作成後に積算データを読み込む
こともできます。 

1 

2 
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工事名称などの情報を変更する場合は、工事データで右クリックして［工事情報］をクリックしてください。 

 

［工事名称］を入力します。 

ここでは、「サンプル工事」と入力します。 

必要に応じて、他の項目も入力してください。 

 

［電子納品を行う］をオフにします。 

 

 

 

 

 

［作成］をクリックします。 

 工事が作成されます。 

 

 

電子納品を行う場合は、［電子納品
を行う］をオンにし、［要領・基準案の
選択］をクリックして設定してください。 

3 

4 

5 

右クリック 
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 工事データをダブルクリックします。 

 武蔵データ画面が表示されます。 

 

 工事データを選択し、［作業開始］を 
クリックして開くこともできます。 

工事データを開き、武蔵データ画面を表示します。 
 
 

工事データを開く/閉じる操作を説明します。 
 
 

1-5 工事データを開く/閉じる 

1 

■工事データを開く 

画面左側に武蔵データの 
アプリケーション一覧が表示されます。 

購入していないアプリケーションには 
進入禁止マーク   が表示されます。 

電子納品を行わない設定にした場合、 
［電子納品ツール］をクリックすると確認メッセージが表示されます。 
［OK］をクリックしてメッセージを閉じてください。 
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工事データを閉じて、工事選択画面に戻ります。 
 
 

■工事データを閉じる 

 画面右下の［工事選択へ］をクリックします。 

工事選択画面に戻ります。 

 

 

1 
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 EX-TREND武蔵の関連プログラムを全て 
終了し、インデックスを起動します。 

 

 

コンピューターも他の電化製品と同じように故障する場合があります。 
また、些細なミスでデータを削除してしまうことも考えられます。 
バックアップとは、工事データや設定ファイルを別のメディア（HDD、CD、DVDなど）に保存することです。 
使用中のコンピューターのHDDなどにバックアップすることは、本来の意味のバックアップとは言えません。 
※CDやDVDには直接バックアップできません。HDDの別の領域にバックアップ後、ライティングソフトなどでコピーしてください。 
 
お客様が作成したデータは、お客様にとって大切な財産です。 
万が一の不慮の事故による被害を最小限にとどめるために、お客様ご自身の管理・責任において、データは必ず2ヶ所以上の 
別のメディア（HDD、CD、DVDなど）に定期的にバックアップとして保存してください。 
※いかなる事由においても、データの破損などによるお客様の損害は、弊社では補償いたしかねますのでご了承ください。 
 
ここでは、インデックスで管理している複数の工事データを一括バックアップする操作と、バックアップしたデータをリストア（復元）
する操作を説明します。 
 

1-6 工事データのバックアップ/リストア 

1 

■工事データをバックアップする 

バックアップデータの保存先を確認して、工事データを一括バックアップします。 
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2 

3 

 メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［パスの設定］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 バックアップデータの保存先を確認します。 

 

 

 

 

 

 

［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

  メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［一括処理］－［工事の一括バックアップ］を
クリックします。 

 

 

4 

5 

保存先を変更する場合は、 
［バックアップデータ］を選択し 
［変更］をクリックして 
フォルダーを指定してください。 

6 

7 個別にバックアップする場合は、 
工事一覧で工事を選択し、 
［ツール］－［工事のバックアップ］を
行ってください。 
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［バックアップデータ保存先］を 
確認します。 

 

 バックアップする工事をオンに 
します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

8 

［パスの設定］で設定した
フォルダーが表示されます。 

9 

10 

 

［指定容量毎に分割］ 
CDなどのメディアの容量に合わせて、分割保存する場合に使用します。 

［ファイルを圧縮］ 
圧縮してバックアップサイズ（容量）を小さくする場合に使用します。 
※写真データが多い場合は圧縮してもデータのサイズはあまり変わりません。 

［古いバックアップは削除］ 
同一フォルダーへ保管しておくバックアップ数を指定します。 

［バックアップ後フォルダを開く］ 
バックアップ完了後に保存先のフォルダーを開く場合はオンにします。 

11 

 

12 
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13 

 

 バックアップデータ保存先に、工事データが 
保存されます。 

 
 

工事のバックアップデータは、［工事名称］－［年月日時分秒］－
［Disk1］フォルダーに保存されます。 
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■工事データをリストア（復元）する 

リストアするバックアップデータの保存先を確認して、工事データを一括リストアします。 
 
  メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［パスの設定］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［バックアップデータ］のパスを確認します。 

 

 

 

 

 

 

［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

 メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［一括処理］－［工事の一括リストア］を 
クリックします。 

 

 
 

1 

2 

3 

4 

バックアップデータが外付けHDDなどに
保存されている場合は、 
［バックアップデータ］を選択し 
［変更］をクリックしてリストア対象の 
フォルダーを選択してください。 

5 

6 個別にリストアする場合は、 
［ツール］－［工事のリストア］で
対象データの「Disk1」フォルダーを
指定してください。 
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 取り込む工事データをオンにします。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 
 

［OK］をクリックします。 

 工事データが復元されます。 

 

全てオンにする場合は、 
［全選択］をクリックしてください。 

工事データが表示されない場合は、
［バックアップデータ保存先］を 
確認してください。 

7 

8 

9 

10 
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EX-TREND武蔵関連プログラムで使用する共通設定や辞書などをバックアップする操作と、バックアップしたデータをリストア
（復元）する操作を説明します。 
 

1-7 各種設定のバックアップ/リストア 

 メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［設定のバックアップ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バックアップ先を確認します。 

 

 バックアップする設定をオンにします。 
 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 
 

■設定データをバックアップする 

設定データをバックアップします。 
 

1 

2 

5 

3 

4 
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［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 バックアップ先に設定データが保存されます。 

 

 

6 

7 

設定のバックアップデータは、［設定のバックアップ］－
［年月日時分秒］フォルダーに保存されます。 
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 メニューバーの［ツール］をクリックします。 

 

［設定のリストア］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バックアップした設定データが存在する 
フォルダーを選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

■設定データをリストア（復元）する 

設定データをリストアします。 
 
 

1 

2 

3 

4 
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  取り込む設定データをオンにします。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 確認メッセージが表示された場合は、 
［はい］をクリックします。 

 ※リストア先に同名のファイルが存在する 
場合に表示されます。 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

全てオンにする場合は、
［全選択］をクリックして
ください。 

5 

6 

7 

8 
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建設CADを起動後、計算書などの資料をもとに線形を再現し、各測点の座標値確認や作図をおこないます。 
ここでは、平面図・縦断図・横断図や線形の主要点計算書や中間点計算書を受け取っていると仮定して説明します。 
入力内容の詳細は、サンプルデータ「線形計算.pdf」を確認してください。 
※サンプルデータは「C:\FcApp\EX-TREND武蔵\マニュアル用データ\路線縦横断」フォルダーに格納されています。 
※ここでの操作は、路線計算・路線図作成オプションが必要です。 
 

2 線形計算 
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インデックスから建設CADを起動します。 

2-1 建設CADの起動 

1 

ここでは、「1-4 新規に工事
を作成する」で作成した 
「サンプル工事」を開きます。 

3 

 作業をおこなう工事データをダブルクリック 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面左側の［建設 CAD］をクリックします。 

 

 データ一覧の「新しいデータを作成するには、 
ここをダブルクリックしてください。」をダブルクリック
します。 

 建設 CAD が起動します。 
 

 

2 

CAD背景色の変更について 
背景色の変更は、画面上部メニューバー
の［設定］－［システムカラー設定］で
おこなうことができます。 
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平面図・縦断図・横断図の図面ファイルを読み込みます。 
ここでは、サンプルデータを読み込み後、図面から取得できる距離や座標値を確認します。 

2-2 図面を開く 

 メニューバーの［ファイル］をクリックします。 

 

［外部ファイルを開く］をクリックします。 
 

 サンプルデータが格納されているフォルダーを 
選択します。 

 

 

 

 

 

 「1_平面図.sfc」「2_縦断図.sfc」 
「3_横断図.sfc」を複数選択します。 

 

［開く］をクリックします。 

 

1 

3 

4 

5 

サンプルデータは以下のフォルダーに
格納されています。 
C:\FcApp\EX-TREND武蔵 
\マニュアル用データ\路線縦横断 

■図面の読み込み 

2 

ctrlキーを押しながらクリックして
複数選択します。 
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［実行］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 各図面ファイルが読み込まれます。 

 

 

6 

7 

ここでは、背景色：白で解説します。 

ページが追加され、それぞれのページに
図面が読み込まれます。 
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 1 ページ目「01_平面図」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 ツールバーで、縮尺［平面図 1/500］、 
入力単位［現場系m］を選択します。 

 

 距離を計測して、実際の距離と合っているかを
確認します。 
ツールバーの［計測：2点間の距離方向角］
をクリックします。 

 

 図面を拡大して、BP点、NO.1点を順に 
クリックします。 

 

 

計測機能を使用して、距離や座標値を確認します。 
図面から情報を取得するには、図面の種別にかかわらず、縮尺や座標系が設定されている必要があります。 
ここでは、平面図の距離と座標値を確認します。 

1 

4 

■距離や座標値の確認 

2 

3 
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 BPからNO.1の距離が20mであることが確認
できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 座標値を確認します。 

 ツールバーの［計測：座標デジタイズ］を 
クリックします。 

 

 

 

 

 BP点をクリックします。 

 

 

 

 

5 
 

6 

7 
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［実際の座標］の座標値と、 
本来の座標値を比較して確認します。 

 ここでは、図面右下に配置されている 
座標一覧表の XY座標値と比較します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［終了］をクリックして、計測を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

9 
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線形の復元や、復元後の入力に必要な座標を登録します。 
ここでは、Excelファイルの座標リストから［コピー］［貼り付け］で登録する方法と、読み込んだ図面から座標情報を取得して
登録する方法を説明します。 

2-3 座標の入力 

 サンプルデータ 
「線形・縦断線形・横断丁張.xls」を 
ダブルクリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「●線形計算 主要点リスト」の点名、 
XYZ座標のセルをドラッグして選択します。 

 

 

 

 

 

 

1 

■Excel ファイルからの登録 

サンプルデータは以下のフォルダーに
格納されています。 
C:\FcApp\EX-TREND武蔵 
\マニュアル用データ\路線縦横断 

2 
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 右クリックして［コピー］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 建設 CAD メニューバーの［測量計算］を 
クリックします。 

 

［座標入力］をクリックします。 

 座標入力が起動します。 

 

 

 

 

 

 1行目の［点名］セルで右クリックして、 
［貼り付け］をクリックします。 

 

 

右クリック 

3 

4 

右クリック 

6 

5 
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 画面右側の座標プロットで、入力した座標点
（黒色）と、CAD図面の座標点（灰色）の
位置が重なっていることを確認します。 

 

セルの幅はドラッグして変更
できます。 

7 

点名と座標が貼り付きます。 
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線形と構造物などの位置関係を把握するため、CAD図面から座標情報を取得します。 
ここでは、IP.1付近の建物角の座標を登録します。 

 画面左上の［CAD登録］をクリックしてオンに
します。 

 

 登録先のセルを選択します。 

 ここでは、5行目のセルをクリックして選択します。 

 

 

 

 

 

 IP.1付近の建物の角をクリックします。 

 

3 

■CAD図面からの登録 

1 

2 

座標値が取得されます。 
［点名］には「EP」が 
自動入力されます。 

右クリック［ピックモード］を利用して
正確に指定してください。 
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 取得した座標の点名を変更します。 

 ここでは、「K1」と入力します。 

 
 

座標プロットに反映されます。 

4 
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線形計算を起動して、条件設定後、登録した主要点の座標を利用して線形を入力します。 

2-4 線形入力 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［線形計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 データ名称が「データ 1」になっていることを確認
して、［設定］をクリックします。 

 線形計算が起動します。 

 

 

 サンプルデータ「線形計算.pdf」をもとに、 
各入力をおこないます。 

［計算方法］は［IP法］を選択します。 

 

 

 

 

 

 ピッチを以下のように設定します。 

［NO杭］：20 

［中間点］：20 

 

 初点情報を以下のように設定します。 

［初点杭］：NO 0 

［+距離］：0m 

［初点追加距離］：0m 

 

 各点番を以下のように設定します。 

［IP開始 No］：1 

［IP点］：6 

［中間点］：201 

［左巾杭］：301 

［右巾杭］：401 

 

1 

3 

4 

5 

6 

7 

サンプルデータは以下のフォルダーに
格納されています。 
C:\FcApp\EX-TREND武蔵 
\マニュアル用データ\路線縦横断 

2 
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 作業ガイドの［線形入力］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 線形入力に使用する主要点を指定します。 

「BP」「IP.1」「IP.2」「EP」を順にクリックします。 

 

 

 

8 

9 

クリックした座標がセルに
入力されます。 
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 サンプルデータ 「線形計算.pdf」をもとに、 
各入力をおこないます。 

 2行目 IP.1 の［タイプ］をダブルクリックして 
リストから［単曲線］を選択します。 

 

［R1］に曲線の半径「100」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、3行目 IP.2 を以下のように設定 
します。 

 ［タイプ］：単曲線 

 ［R1］：160 

 

 

 

 
12 

 

10 

 

入力した箇所の線形（センター線）が
表示されます。 

11 
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 4行目 EP の［タイプ］は［EP点］を選択 
します。 

 

 入力した情報から復元された結果を確認します。 

 作業ガイドの［センター表示］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計算結果（座標）の追加距離や座標値など
を確認します。 

 

 

 

 

 

 

14 

 

15 

 

13 

 

座標プロットに結果が
反映されます。 
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任意の位置にプラス杭を追加する方法と、「2-3 座標の入力」で登録した座標点K1に垂線の足を追加する方法を説明 
します。 

2-5 プラス杭・垂線の足の入力 

任意の位置にプラス杭を追加 

垂線の足を追加して、K1が線形の
どの位置に来るか確認 
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 作業ガイドの［データ入力］をクリックします。 
 

［プラス杭］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「NO.6+15」を追加します。 

 ［杭 NO］に「6」、［+距離］に「15」と 
入力後、enter キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

測点一覧に任意の測点（プラス杭）を追加します。 
ここでは、「NO.6+15（追加距離 135m）」と「NO.6＋138（追加距離138m）」を追加します。 

1 

2 

3 

■プラス杭の追加 

［点名］と［追加距離］が
自動入力されます。 
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5 
 

 「NO.6+18」を入力します。 

 ここでは、［追加距離］に「138」と入力後、
enter キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

4 

6 
 

［点名］［杭NO］［追加距離］が
自動入力されます。 

座標一覧と座標プロットに反映されます。 
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垂線の足を追加して、座標点K1が線形のどの位置にあるかを確認します。 

 作業ガイドの［垂線の足］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 座標プロットで座標点 K1 をクリックします。 

 

 

 

 

1 

 

 

2 

■垂線の足の追加 
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［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

3 

4 

座標一覧と座標プロットに反映されます。 

座標点K1から線形に下ろした垂線との
交点に測点が追加されます。 
センターまでの距離も確認できます。 
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復元した主要点や中間点の計算書を作成後、計算により求められた座標を登録します。 

2-6 帳票作成・座標登録 

主要点計算書（主要点や曲線部分の内容を確認できます。） 

センター点計算書（各測点の追加距離や座標値を確認できます。） 
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 主要点計算書を作成します。 

作業ガイドの［帳票作成］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［帳票］は［線形主要点計算書］を選択 
します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 

［閉じる］をクリックします。 

 
 

1 

3 

4 5 

2 

Excelへの出力は、 
入力専用ライセンスでも可能です。 
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9 10 

 

8 

 センター点計算書を作成します。 

 作業ガイドの［帳票作成］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［帳票］は［線形センター点計算書］を選択
します。 

 

［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 

［閉じる］をクリックします。 

 
 

 

6 

7 
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11 

 

 座標を登録します。 

 作業ガイドの［座標登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登録する座標の種類を選択します。 

 ここでは、すべてオンにします。 

 

［OK］をクリックします。  

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 座標の登録結果を確認します。 
 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［座標入力］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

16 
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 登録された座標を確認します。 
 

17 

 

座標プロットで座標点をクリックすると、 
座標一覧でカーソルが移動します。 
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求めた測点（センター）に対して、巾杭点を入力・計算します。 
ここでは、始点（BP）から終点（EP）まで、左右3.5mの幅員を入力します。 

2-7 巾杭計算 

入力済みの線形・センター点 

センターの左右3.5mに巾杭を入力 
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 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［線形計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「データ 1」を選択します。 

 

［開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［巾杭計算］をクリックします。 

 

［入力方法］をクリックします。 

 

［測点指定］をクリックします。 
 

 

1 

3 

4 

5 

2 

6 

7 
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［入力方法］は［センター点毎］を選択します。 

 

［計算］の［左巾杭］と［右巾杭］をオンに
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巾杭計算の範囲の始点を指定します。 
 座標プロットで BP点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 終点を指定します。 

 座標プロットで EP点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 ［始点追加距離］と［終点追加距離］の
［左巾］［右巾］に「3.5」と入力します。 

 

［計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

8 9 

11 

 

12 

 

13 

 

10 

 

BPとEPの追加距離などが
自動入力されます。 
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14 

 

［巾杭として採用］をクリックします。 

計算された巾杭が
表示されます。 

左右の巾杭が 
追加・反映されます。 



48 

 

 

片勾配や拡幅を入力します。 
片勾配や拡幅を入力すると、プラス杭位置での片勾配や拡幅量を確認できるようになります。 
ここでは、「2-2 図面を開く」で読み込んだ縦断図をもとに入力します。 

2-8 幅員計算 

 

縦断図の内容を入力します。 
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片勾配を入力する際に、縦断図で確認する内容について説明します。 
以下は、縦断図の「片勾配 すりつけ図」の項目を抜粋し、修飾したものです。 

1つ目のカーブ始点側について、「BC.1」を起点とし、前後18mのズレの中で勾配が-2%から±7%に変化し、右側には 
すりつけ中間点が設けられていることが確認できます。 
 
同様に、1つ目のカーブ終点側について、「EC.1」を起点とし、手前18mまで±7%、後ろのズレおよび勾配は図面を確認した
だけでは判然としませんが、始点側同様、右にはすりつけ中間点が設けられていることが確認できます。 
 
2つ目のカーブ始点側について、「BC.2」を起点として、手前のズレおよび勾配は、図面を確認しただけでは判然としませんが、
後ろ14mで±5％に変化し、左にはすりつけ中間点が設けられていることが確認できます。 
 
以上を踏まえ、片勾配の入力をおこないます。 

■片勾配について 
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「片勾配について」（前ページ）で確認した「ズレ」「勾配（%）」を入力します。 

 作業ガイドの［幅員計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［標準片勾配］に「-2」と入力します。 

 

 作業ガイドの［データ入力］をクリックします。 

 

［片勾配入力］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 1 つ目のカーブを入力します。 

 BC.1 の［ズレ］にそれぞれ 
「-18」「18」と入力します。 

 

 

 

 

 

1 

3 

5 

2 

■片勾配の入力 

4 

同じ値が自動入力されます。 
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 EC.1 の後ろの［ズレ］は 
不明のため、「0」と入力します。 

 

 左側の勾配に「7」と入力します。 

 

［途中からすりつけ］をオンにします。  

 

 2 つ目のカーブを入力します。 

 ［次カーブ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。  
 

 

 

 

 

 BC.2 の後ろの［ズレ］に 
「14」と入力します。 

 

 

7 

8 

9 

10 

 

11 

 

自動入力されます。 

6 

手前側の変更は不要です。 

自動入力されます。 
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 EC.2 の後ろの［ズレ］に 
「14」と入力します。 

 

 右側の勾配に「5」と入力します。 

 

［途中からすりつけ］をオンにします。  

 

［OK］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。  

 

 

 

12 

 
13 

 

14 

 
15 

 

16 

 

自動入力されます。 

一旦入力をおこないましたが、 
このままでは縦断図通りではありません。 
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［片勾配入力］では設定できなかった箇所を入力します。 
距離が不明で0mと入力していた箇所を削除し、EC.1とBC.2の後ろ2mの位置に中間点を追加します。 

 不要な行を削除します。 

 EC.1 の上の行（6行目）をクリックして選択 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［行削除］をクリックします。 

 

 

2 

右クリック 

■すりつけ中間点の調整 

行が削除されます。 

1 
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 同様に、BC.2 の下の行（8行目）を削除 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 片勾配を前後の値から比例配分した値に 
設定します。 

6行目と7行目の［左片勾配］セルをドラッグ
して選択します。 

 

 

 

 

3 

右クリック 

行が削除されます。 

4 

黒の数値は前後の値から比例配分された値、
青の数値は固定の（指定した）値です。 
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5 

 キーボードの delete キーを押します。 

 片勾配が比例配分された値（黒色）に 
なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、［右片勾配］も delete キーを使用
して比例配分された値にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 EC.1 の後ろ 2m の位置に中間点を追加 
します。 

 EC.1 の下の行（7行目）をクリックして選択 
します。 

 

 

6 

7 
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前後の片勾配が比例配分された
値になります。 

8 

右クリック 

 右クリックして［行挿入］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 追加した行（7行目）の［単距離］に「2」と
入力します。 

 

［右片勾配］に「-2」と入力します。 

 

 

 

 

 
9 10 
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右クリック 

11 

 

12 

 
13 

 

 同様に、BC.2 の下に行を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 追加した行（9行目）の［単距離］に「2」と
入力します。 

 

［左片勾配］に「-2」と入力します。 

 

 

 

前の片勾配が比例配分された
値になります。 
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拡幅を入力する際に、縦断図で確認する内容について説明します。 
以下は、縦断図の「拡幅」の項目を抜粋し、修飾したものです。 

縦断図には、IP.1区間のみ拡幅が記載されています。 
 
カーブ外側「BC.1」の5m手前から拡幅がはじまり、「BC.1」で0.25mの拡幅に変化、その後、「BC.1」から「EC.1」まで
0.25mの拡幅を保持し、「EC.1」から「EC.1」の後ろ5mの間で拡幅が終了していることが確認できます。 
 

■拡幅について 
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6 

「拡幅について」（前ページ）で確認した内容を入力します。 
 

 作業ガイドの［拡幅入力］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 つ目のカーブを入力します。 

 ［前カーブ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 拡幅の入力方向を選択します。 

 ここでは、［外側］を選択します。 

 

 BC.1 の［ズレ］にそれぞれ 
「-5」「0」と入力します。 

 

 拡幅量を入力します。 
 BC.1側に「0.25」と入力します。 

 

［OK］をクリックします。 
 

 

1 

2 

3 

4 

5 

■拡幅の入力 

自動入力されます。 
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［はい］をクリックします。 

 

7 

一覧とプロットに反映されます。 
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入力した拡幅や片勾配が、一律3.5mで入力した巾杭に反映されているか確認します。 

XYZ座標には、比例配分された片勾配・拡幅を考慮した値が表示されます。 

なお、ここでは始終点（BPとEP）にZ座標が設定されていたため、主要点や中間点の標高が自動計算され、同時に巾杭の
Z座標も計算されています。 

1 

 作業ガイドの［巾杭計算］をクリックします。 
 

■巾杭の確認 
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各設定を反映したプレビューが表示されます。 
CAD画面に配置されている図面は青色で 
表示されます。 

入力したデータをもとに路線図を作成します。 
ここでは、各要素の作図やマークの有無などを設定して図面を作成します。 

2-9 図面作成 

1 

 作業ガイドの［図面作成］をクリックします。 
 

［形状図配置］をクリックします。  
 

 

設定画面を起動します。 

■設定画面の起動 

2 
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各マークの作図の有無などを設定します。 
ここでは、IP点とIP点への結線を作図しないように設定します。 

 作業ガイドの［作図設定］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 IP の［マーク］－［作成］の［○］を 
ダブルクリックして空欄にします。 

 

 IP の［結線］－［作成］の［○］を 
ダブルクリックして空欄にします。 

 

［設定］をクリックします。 

 設定が反映されます。 

 

 

 

1 

■作図設定 

IP.1のマークと結線が非表示になります。 

※設定前 

［○］になっている項目が
作図されます。 

2 3 

4 
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作図する位置を設定します。 
ここでは、新たにページを追加して、A1横の用紙に1/500で作図します。 

 作業ガイドの［入力に戻る］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［閉じる］をクリックします。  

 CAD画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ページタブで右クリックして、 
［ページ］－［追加］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

■作図位置の設定 

右クリック 
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 再度、線形計算を起動します。 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［線形計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「データ 1」を選択します。 

 

［開く］をクリックします。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示するページを切り替えます。 

 ページ一覧ボタンをクリックします。 

 

［Page4:未設定］（追加したページ）を 
選択します。 

 

 

 

 

4 

6 

7 

5 

8 

9 
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 作業ガイドの［巾杭計算］をクリックします。 

 

［図面作成］をクリックします。 

 

［形状図配置］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［自動計算して配置］を選択して、以下の 
ように設定します。 
［用紙サイズ］：A1（横） 

［縮尺］：1/500 

 

 作業ガイドの［作成］をクリックします。 

 CAD画面に路線図が配置されます。 

 

 

 

13 

 

14 

 

10 

 

11 

 
12 

 

白紙ページのため、線形データのみ
表示されます。 
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センター点、巾杭点などが作図されます。 



68 

 

入力したデータを保存します。 
線形計算で入力した内容や、作図した路線図が保存されます。 
 

2-10 データの保存 

 メニューバーの［ファイル］をクリックします。 
 

［名前を付けて保存］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存するフォルダーを選択します。 

 

［ファイル名］に「線形」と入力します。 

 

［保存］をクリックします。 
 データが保存されます。 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 
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1 

ここでは、「2 線形計算」で入力した線形をもとに縦断図から計画高を取得し、取得した計画高を［線形計算］に 
フィードバックする方法を説明します。 
※ここでの操作は、縦断計算・縦断図作成、路線計算・路線図作成の両オプションが必要です。 

3A 縦断線形 線形を利用した入力 

「2 線形計算」で保存したデータ「線形.MSS」を使用して操作します。 
保存したデータがない場合は、サンプルデータ「サンプル線形.MSS」を開いて操作を始めてください。 
※サンプルデータは「C:\FcApp\EX-TREND武蔵\マニュアル用データ\路線縦横断」フォルダーに格納されています。 
 
 

3A-1 縮尺の確認と補助線の入力 

 2 ページ目「02_縦断図」を開きます。 

 

 

 

 

 

縦断図の縮尺を確認します。 

■縮尺の確認 
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 右下の表題欄を拡大して、縮尺が 
「縦 1/200 横 1/500」になっていることを 
確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 距離を計測します。 

 ツールバーの［計測：2点間の距離方向角］
をクリックします。 

 

 

 

 縦方向を確認します。 

 縦断図の DL値（目盛）を拡大して、 
「0.000」「5.000」の位置を順にクリックします。 

 「5.000m」と表示され、縦の縮尺が合っている
ことが確認できます。 

 

 

 

2 

4 

3 
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 横方向を確認します。 
 縦断表の「追加距離」を拡大して、 
「0.000」「20.000」の位置を順にクリックします。 

 「20.000m」と表示され、横の縮尺が合って 
いることが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［中止］をクリックし、計測を 
終了します。 

 

 

 

5 

右クリック 

6 
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縦断図から計画高を取得しやすくするため、計画変化点の位置に補助線を入力します。 
ここでは、BP、NO.1、NO.6、NO.10、EPの位置に無限補助線を入力します。 

 メニューバーの［入力］をクリックします。 
 

［補助］－［平行線］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インプットバーの［無限補助線］をオンに 
します。 

 

 

 

 

 

 

 垂直の線を指定します。 

 ここでは、DL値の縦線をクリックします。 
 

 

1 

3 

4 

■補助線の入力 

2 



73 

 補助線の入力位置を指定します。 

 DL=0m の線と BP の縦線の交点をクリック 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、NO.1 の交点をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NO.6 の交点をクリックします。 
 

 

 

 

5 

6 

7 
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 NO.10 の交点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 EP の交点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［中止］をクリックし、補助線の
入力を終了します。 

 

 

 

 

 

8 

9 

1 

右クリック 

10 

 

各変化点の位置に補助線が配置され、 
測点名や追加距離が確認しやすくなります。 
補助線は、印刷対象外にすることもできます。 
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縦断線形に線形計算で入力したデータを取り込み、縦断図から計画高を取得します。 

3A-2 縦断図を利用しての計画入力 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［縦断線形］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 データ名称に「連動」と入力します。 

 

［設定］をクリックします。 

 縦断線形が起動します。 

 

 

 

 

縦断線形を起動します。 

1 

3 

4 

■縦断線形の起動 

2 
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線形計算で入力・計算した測点名や追加距離などを取り込みます。 

 作業ガイドの［計画］をクリックします。 
 

［取り込み］をクリックします。 

 

［線形データ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 「データ 1」を選択します。 

 

［取込み］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

4 

5 

■線形データの取り込み 

3 

2 

BPとEPのデータが取り込まれます。 
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縦断図より、計画変化点はBP、NO.1、NO.6、NO.10、EPであることが確認できますが、縦断線形にはBPとEPのみ入力 
されています。 
ここでは、行を追加後、縦断図を利用してNO.1、NO.6、NO.10を入力します。 

 BP と EP の間に 3行挿入します。 

 2行目から 4行目をドラッグして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［行挿入］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2行目の［測点名］セルを選択します。 

 

［プロットから文字列を取得］をクリックします。 

 

 縦断表 「測点番号」の「NO.1」をクリックします。 
 

 

 

2 

右クリック 

4 

■計画変化点の入力 

1 

3 

5 
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 3行目の［測点名］セルを選択します。 

 

 縦断表の「NO.6」をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4行目の［測点名］セルを選択します。 

 

 縦断表の「NO.10」をクリックします。 
 

6 

7 

8 

9 

NO.1、NO.6、NO.10の
測点名や追加距離などが
入力されます。 
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追加したNO.1、NO.6、NO.10の計画高を入力します。 
ここでは、「計画変化点の入力」（P.77）と同様に、縦断図から値を取得します。 

 NO.1 の［計画高］セルを選択します。 

 

 縦断表 NO.1 の計画高「10.379」をクリック 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NO.6 の［計画高］セルを選択します。 

 

 縦断表 NO.6 の計画高「12.272」をクリック 
します。 

 

 

 

 

 
4 

■計画高の入力 

1 

3 

2 
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 NO.10 の［計画高］セルをクリックします。 

 

 縦断表 NO.10 の計画高「22.218」をクリック
します。 

 

6 

5 

NO.1、NO.6、NO.10の計画高
まで入力できましたが、縦断曲線は
考慮されていません。 
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縦断図を確認すると、NO.6とNO.10付近に縦断曲線が入っていることが確認できます。 
ここでは、縦断曲線を入力します。 

 NO.6 の［VCL］セルを選択します。 

 

 縦断図の「VCL=35.000」をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NO.10 の［VCL］セルを選択します。  

 

 縦断図の「VCL=35.000」をクリックします。 

 

 

2 

4 

■VCL（縦断曲線長）の入力 

1 

3 
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プロット画面の計画線に
曲線が反映されます。 

［R］が自動計算されます。 
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縦断線形で入力・計算した計画高を線形計算にフィードバックします。 
ここでは、線形計算でZ座標を確認後、縦断線形データを取り込み、Z座標に反映します。 

3A-3 入力した縦断計画の線形計算での利用 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［線形計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「データ 1」を選択します。 

 

［開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［センター表示］をクリックします。 

 

1 

3 

4 

5 

線形計算の作業データを開き、縦断線形での入力・計算結果を反映します。 

■縦断計画データの取り込み 

2 
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［Z座標］を確認します。 
 

 縦断線形で入力した計画高を取り込みます。 

 作業ガイドの［データ入力］をクリックします。 

 

［センター標高］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 作業ガイドの［取込］をクリックします。 

 

［縦断標高］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 「連動」を選択します。 

 

［取込み］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

6 

7 

9 

11 

 

12 

 

縦断線形の内容は
反映されていません。 

8 

10 
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［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［Z座標］に計画高が反映されたことを確認 
します。 

 

 

 

 

 

13 

 

14 

 

15 

 

反映前の値 
16 

 

［縦断表示］を選択すると、 
プロット画面で縦断線を確認できます。 

縦断線形の入力内容が
取り込まれます。 
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5 

縦断線形の内容は巾杭のZ座標にも反映されます。（入力した拡幅・片勾配も考慮された高さになります。） 
ここでは、巾杭点の結果を確認後、帳票を作成します。 

1 

 作業ガイドの［巾杭計算］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 巾杭点の座標値を確認します。 

 

［帳票作成］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［帳票］は［線形路肩高計算書］を選択 
します。  

 

［OK］をクリックします。  

 

 

 

 

 

3 

2 

■巾杭点の確認と帳票作成 

縦断計画高が更新されたため、 
巾杭のZ座標も更新されています。 

4 
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  プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 

［閉じる］をクリックします。 

 

 

6 7 

Excelへの出力は、 
入力専用ライセンスでも可能です。 
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縦断図の完成イメージ 

ここでは、下水道の新設や見直しを想定して、現況をレベルで観測、計画として管底高を入力し、管底高の150mm上を 
管頂として計画線高を追加入力後、縦断図を作成する一連の流れを説明します。 
※ここでの操作は、縦断計算・縦断図作成のオプションが必要です。 
 

3B 縦断線形 下水縦断図作成 

また、管底計画高は以下の内容を使用します。 

・KBM.1の標高は15.000m 
・各NO杭に設置した鋲を観測 
（杭ではないので、杭頭と杭下を観測などはしていない） 
・「KBM.1」を後視観測後、器械を移動せずに「NO.0」から「NO.3」を観測、 
 器械を移動して「NO.3」を後視観測後、「+13.4」を観測 

現地をレベルで観測した値は以下の内容を使用します。 
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観測データ（レベル観測の読み値）を入力して、帳票を作成後、成果を作成します。 
 

3B-1 観測データの入力 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［縦断線形］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ名称に「下水道」と入力します。 

 

［設定］をクリックします。  

 

 

 作業ガイドの［現地盤］－［データ入力］を
クリックします。 

 

［水準入力］をクリックします。 

 

 

 

観測データを入力します。 
建設CADを新規起動して操作を始めてください。 
 
 

1 

3 

4 

5 

■観測データの入力 

2 

6 
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7 

［地盤高選択］は［センター成果］を選択 
します。 

 

［往復選択］は［始点→終点（往路）］を
選択します。 

 

 

 

 

 観測データを入力します。 

 1行目に以下のように入力します。 

［測点名］：KBM.1 

［BM標高］：15 

［後視］：1.2 

 

 2行目に以下のように入力します。 

［測点名］：NO.0 

［単距離］：0 

 ［前視］：0.8 

［杭下］：0.8 

 

 同様に、NO.1 から NO.3 の値を入力します。 

※入力値は P.88 の表を参照してください。 

 

 

 

 

 器械を移動した場合は、後視観測した測点の
［後視］に値を入力します。 

 ここでは、NO.3 の［後視］に「2」と入力 
します。 

 

 

 

 同様に、+13.4 の値を入力します。 

※入力値は P.88 の表を参照してください。 

 

9 

9 10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

8 

［追加距離］［観測モード］は
自動入力されます。 

［前視］［杭下］の詳細は
ヘルプを確認してください。 
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手簿計算書を作成します。 

 作業ガイドの［帳票作成］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 

［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

 

 

1 

2 

■帳票の作成 

3 4 

Excelへの出力は、 
入力専用ライセンスでも可能です。 
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計算結果を現地盤ステージに成果として反映します。 

 作業ガイドの［成果作成］をクリックします。 
 現地盤ステージに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各測点の地盤高などに反映されたことを確認 
します。 

 

 

 

 

1 

■成果作成 

2 

プロット画面で高さを確認
することができます。 
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管底計画高（P.88参照）を入力後、150mmを考慮した管頂高を設定して、土被りなどを確認できるようにします。 

3B-2 計画データの入力 

現地盤データを利用して、計画変化点の測点名と追加距離を入力後、管底計画高を入力します。 

 NO.0から+13.4の［測点名］セルをドラッグ
して選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［コピー］をクリックします。 
 

 作業ガイドの［計画］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 1行目の［測点名］セルで右クリックして、
［貼り付け］をクリックします。 

 

 

2 

右クリック 

3 

4 

右クリック 

■測点データと管底計画高の入力 

現地盤ステージで操作します。 

1 
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 各測点の［計画高］に計画高を入力します。 

※入力値は P.88 の表を参照してください。 
 

 

 

 
5 

［追加距離］や［地盤高］も 
入力されます。 

［備考］に文字を入力すると、縦断図作成時に旗上げ表示することができます。 
ここでは、NO.0にマンホールの情報を入力します。 

 NO.0 に以下のように入力します。 

 ［備考 1］：1号汚水マンホール 

［備考 2］：φ150 h=1.80m 

 

 

1 

■備考の入力 

［備考1］［備考2］に入力した
文字が旗揚げ表示されます。 



95 

入力した管底計画高の150mm上に管頂計画高を設定します。 
ここでは、入力済みの「計画1」の管底計画高を利用して、「計画2」に管頂計画高を入力します。 

 作業ガイドの［一括計画］をクリックします。 

 

［シフト］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

［対象計画］は［計画 2］を選択します。 

 

［シフト量］に「0.15」と入力します。 

 

［OK］をクリックします。 
 ［計画 2］に管頂計画高が入力されます。 

 

 

 

1 

5 

■管頂の計画高入力 

2 

3 

4 

プロット画面に管頂計画高が表示 
されます。 
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縦断表に表示する項目を設定して、図面を作成します。 

3B-3 図面作成 

縦断表に表示する項目を以下のように変更します。 
・ 「盛土」「曲線」「片勾配」「拡幅」を不要な項目として削除 
・ 「切土1」の表示順を上から2番目に変更 
・ 「切土」を「土被り」、「計画高」を「管底高」に名称変更 

■縦断表の設定 

変更前 変更後 
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5 

 作業ガイドの［形状図配置］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［作図設定］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［縦断表（項目順）］タブをクリックします。 

 

 削除する項目［盛土 1］［曲線］［片勾配］
［拡幅］を複数選択します。 

 

 

 

 

［削除］をクリックします。 

 4項目が一覧から削除されます。 

 

1 

3 

4 

ctrlキーを押しながらクリックして
複数選択します。 

2 
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［切土 1］を［計画勾配 1］と［計画高 1］
の間にドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［切土 1］をダブルクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［項目名称 1］を「土被り」に 
変更します。 

 

［OK］をクリックします。  
 

 

 

 

 

 同様に［計画高 1］を変更します。 

 ［計画高 1］をダブルクリックします。 
 

 

 

 

6 

8 

9 

7 

10 
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11 

 

12 

 

［項目名称 1］を「管底高」に変更します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［設定］をクリックします。 
 設定がプレビューに反映されます。 

 

13 
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用紙サイズや縮尺などを設定し、作図します。 
ここでは、A3横の用紙に「縦1/100 横1/500」で作図します。 

 用紙サイズを変更します。 

 ［変更］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［読込み］をクリックします。 

 

 

 

 

 

1 

2 

■配置設定 
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［A3（横）］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

3 

4 

5 
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 ［縮尺］を「縦 1/100 横 1/500」に設定 
します。 

 

［新規ページに作成する］をオンにします。 

 

 作業ガイドの［作成］をクリックします。 

 CAD画面に縦断図が配置されます。 

 
 

6 

7 

8 

縦横の縮尺は、限界縮尺を参照して
入力してください。 
限界縮尺とは、選択した用紙サイズ
に図面がおさまるように計算された 
縮尺のことです。 

各設定を反映したプレビューが
表示されます。 
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ここでは、着工前の縦断測量と横断測量の結果を入力後、発注図へ手動で重ねあわせる方法を説明します。 
※ここでの操作は、横断計算・横断図作成と、線形計算のオプションが必要です。 
 

4A 横断丁張 着工前測量データと発注図 

・横断測量は以下の方法で観測したと仮定します。 
 「BP」の左側――レベルでの観測 
 「BP」の右側――レベルとポールでの観測 
 「NO.1」の左側――Ts（水平角・斜距離・鉛直角）での観測 
 「NO.1」の右側――Td（水平距離・垂直距離）での観測 

測点名 単距離 追加距離 地盤高 杭高
BP 0.000 11.07 11.070
NO.1 20.000 20.000 11.10 11.100
NO.2 20.000 40.000 11.98 11.980
BC.1 17.631 57.631 13.05 13.050
NO.3 2.369 60.000 14.03 14.030

横断の観測結果は以下の内容を使用します。 

断面名　BP センター地盤高　11.07

No. 観 測 BS FS 水平距離 dD dH No. 観 測 BS FS 水平距離 dD dH
1 L 後視 1.000 1 L 後視 1.000
2 L 前視 1.300 5.000 2 L 前視 1.100 8.000
3 L 前視 1.400 10.000 3 P 2.000 0.000

左 側 右 側

断面名　NO.1 センター地盤高　11.10

No. 観 測 IH 水平角 斜距離 鉛直角 目標高
1 Ts 後視 1.500
2 Ts 前視 0-00-00 5.800 98-02-51 1.000
3 Ts 後視 1.600
4 Ts 前視 0-00-00 1.500 120-00-00 1.000

左 側

No. 観 測 IH 水平角 水平距離 垂直距離 目標高
1 Td 後視 1.500
2 Td 前視 0-00-00 8.000 -1.000 1.000
3
4

右 側

縦断測量の結果は以下の内容を使用します。 
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読み込んだ横断図が表記通りの縮尺で作図されているかを確認後、横断丁張を起動します。 
ここでは、「2 線形計算」で保存したデータ「線形.MSS」を使用して操作します。 
保存したデータがない場合は、サンプルデータ「サンプル線形.MSS」を開いて操作を始めてください。 
※サンプルデータは「C:\FcApp\EX-TREND武蔵\マニュアル用データ\路線縦横断」フォルダーに格納されています。 
 

4A-1 横断丁張の起動 

 3 ページ目「03_横断図」を 
開きます。 

 

 

 

横断図の縮尺を確認します。 

■縮尺の確認 

1 
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 右下の表題欄を拡大して、縮尺が「1/100」に
なっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 距離を計測します。 

 ツールバーの［計測：2 点間の距離方向角］
をクリックします。 

 

 

 

 

 BP 左側の寸法線を拡大して、寸法線
「1.500」の両端を順にクリックします。 

 「1.500m」と表示され、縮尺が合っていること
が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［中止］をクリックし、計測を 
終了します。 

 

 

2 

4 

右クリック 

3 

5 
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 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［横断丁張］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 データ名称に「着工前」と入力します。 

 

［設定］をクリックします。 

 横断丁張が起動します。 

 

 

 

横断丁張を起動します。 

1 

3 

4 

■横断丁張の起動 

2 
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縦断測量の結果（P.103参照）をBPとNO.1断面に入力します。 
ここでは、線形計算で入力・計算した測点名や単距離・追加距離などを取り込み後、地盤高を入力します。 

4A-2 縦断地盤高の入力 

 作業ガイドの［断面設定］－［取り込み］を
クリックします。 

 

［線形データ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「データ 1」を選択します。 

 

［取込み］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 BP の［地盤高］に「11.07」と入力します。 

 

 

 

 

1 

3 

4 

5 

XY座標値や横断方向角も
取り込まれます。 

2 
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［次断面］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NO.1 の［地盤高］に「11.10」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

7 
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横断測量の結果（P.103参照）をBPとNO.1断面に入力します。 
ここでは、各観測データを入力後、野帳計算書を作成します。 

4A-3 横断観測データの入力 

［前断面］をクリックして、 
BP 断面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［現地盤］をクリックします。 

 

［水準入力］をクリックします。 

 水準入力ステージに切り替わります。 

 

 

 

 

2 

観測した角度や距離を入力するため、水準入力ステージに切り替えます。 

■水準入力 

1 

3 

BP左断面の入力画面が
表示されます。 
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水準入力ステージでは、現地での観測方法により［観測モード］を切り替えながら入力します。 

観測モードには、［ポール］［レベル 後視］［レベル 前視］［トランシット：Ts 後視］［トランシット：Ts 前視］ 
［トランシット：Td 後視］［トランシット：Td 前視］があります。 

［ポール］ 
 ポールを使用して観測した場合に使用します。 
 前点からの水平距離と比高を入力するモードです。 

［レベル 後視］［レベル 前視］ 
 レベルを使用して観測した場合に使用します。 
 前点からの水平距離と、後視・前視したときの標尺を入力するモードです。 

■［観測モード］について 

［観測モード］セルをダブルクリックして
リストから選択します。 
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［トランシット：Ts 後視］［トランシット：Ts 前視］ 
 トランシットを使用して、水平角・鉛直角・斜距離を取得するモードで観測した場合に使用します。 
 器械高と、後視観測したときの水平角・鉛直角・斜距離・目標高、前視観測したときの水平角・鉛直角・斜距離・目標高
を入力するモードです。 

 （器械を設置した位置により入力不要な項目があります。） 

［トランシット：Td 後視］［トランシット：Td 前視］ 
 トランシットを使用して、水平角・水平距離・垂直距離を取得するモードで観測した場合に使用します。 
 器械高と、後視観測したときの水平角・水平距離・垂直距離・目標高、前視観測したときの水平角・水平距離・ 
垂直距離・目標高を入力するモードです。 

 （器械を設置した位置により入力不要な項目があります。） 
 

各観測モードの入力方法は、ヘルプを確認してください。 
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Enter

8 

BP左側の横断観測結果（P.103参照）を入力します。 
観測モードは、［レベル 後視］［レベル 前視］を使用します。 

 1 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［レベル 後視］を選択します。 

 

 1 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 

 以下のように入力します。 

［後視位置］：センター 

［後視］：1 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 enter キーを押します。 

 

 

 

 

 

 前視 1 点目の観測値を以下のように入力 
します。 

 ［距離基準］：センター 

 ［距離］：5 

［前視］：1.3 

 

［OK］をクリックします。 
 

 enter キーを 2 回押します。 

 

 

 

 

 

 

3 

4 

Enter

5 

■BP 左側の入力（レベル） 

1 
2 
 

プロット画面に形状が表示されます。 

7 

6 
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10 

 

 前視 2 点目の観測値を以下のように入力 
します。 

 ［距離基準］：センター 

 ［距離］：10 

［前視］：1.4 

 

［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

9 



114 

5 

BP右側の横断観測結果（P.103参照）を入力します。 
この観測結果は、レベルでの観測中、ポールでの観測に切り替えたと仮定します。 
観測モードは、［レベル 後視］［レベル 前視］［ポール］を使用します。 

 右側の断面を入力します。 

 ［右］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［レベル 後視］を選択します。 

 

 1 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 

 以下のように入力します。 

［後視位置］：センター 

［後視］：1 

 

［OK］をクリックします。 

 

 enter キーを押します。 

 

 

 

 

1 

■BP右側の入力（レベルとポール） 

2 

Enter

6 

4 

3 
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8 

 前視 1 点目の観測値を以下のように入力 
します。 

 ［距離基準］：センター 

 ［距離］：8 

［前視］：1.1 

 

［OK］をクリックします。 

 

 ポールでの観測結果を入力します。 

3 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［ポール］を選択します。 

 

 3 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 以下のように入力します。 
 ［距離］：2 

 ［比高］：0 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

7 

9
 

10 

 

11 

 
12 
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NO.1左側の横断観測結果（P.103参照）を入力します。 
この観測結果は、センターに器械を設置して。横断方向を後視観測後に前視観測し、前視観測した点に器械を移動して 
続きを観測したと仮定します。 
観測モードは、［トランシット：Ts 後視］［トランシット：Ts 前視］を使用します。 

［次断面］をクリックします。 

 NO.1 断面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［左］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 1 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［トランシット：Ts 後視］を 
選択します。 

 

 1 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 

 以下のように入力します。 

 ［後視モード］：器械：線上、センターに設置 

［器械高］：1.5 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

2 

5 

6 

■NO.1 左側の入力（トランシット：Ts） 

1 

3 
4 
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Enter

14 

 

10 

 

 enter キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 以下のように入力します。 

［目標高］：1 

［水平角］：0 

［鉛直角］：98.0251（98 度 2 分 51 秒） 

［斜距離］：5.8 

 

［OK］をクリックします。 

 

 3 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［トランシット：Ts 後視］を 
選択します。 

 

 3 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 以下のように入力します。 

［後視モード］：器械：線上、前点に設置 

［器械高］：1.6 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 enter キーを押します。 

 

 

 

Enter

7 

8 

9 

12 

 

13 

 

11 
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15 

 

16 

 

 以下のように入力します。 

［目標高］：1 

［水平角］：0 

［鉛直角］：120.0000（120 度 0 分 0 秒） 

［斜距離］：1.500 

 

［OK］をクリックします。 
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5 

NO.1右側の横断観測結果（P.103参照）を入力します。 
この観測結果は、センターに器械を設置して、横断方向を後視観測後、前視観測したと仮定します。 
観測モードは、［トランシット：Td 後視］［トランシット：Td 前視］を使用します。 
 

［右］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 1 行目の［観測モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［トランシット：Td 後視］を 
選択します。 

 

 1 行目の［前視・後視データ］セルを 
ダブルクリックします。 

 

 以下のように入力します。 

 ［後視モード］：器械：線上、センターに設置 

［器械高］：1.5 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 enter キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

■NO.1右側の入力（トランシット：Td） 

1 

2 
3 
 

4 

Enter

6 
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 以下のように入力します。 

［目標高］：1 

［水平角］：0 

［水平距離］：8 

［垂直距離］：-1 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

8 
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野帳計算書を作成します。 
 

 作業ガイドの［帳票作成］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［書式］は［2.横断丁張（野帳計算書） 
レベル・ポール］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 
［閉じる］をクリックします。 

 

 

1 

3 

■帳票の作成 

2 

4 5 

Excelへの出力は、 
入力専用ライセンスでも可能です。 
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入力した観測データを現地盤ステージに成果として反映します。 

 作業ガイドの［成果作成］をクリックします。 

 

［一括］をクリックします。 
 現地盤ステージに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 各観測点の距離や地盤高に 
反映されたことを確認します。 

 

1 

■成果の作成 

2 

3 
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A1横の用紙に1/100の横断図を作成します。 

4A-4 図面作成 

 作業ガイドの［形状図配置］をクリックします。 

 

 

［新規ページに作成］をオンにします。  

 

［用紙］は［A1（横）］を選択します。 

 

［縮尺］を「縦 1/100 横 1/100」に設定 
します。 

 

 BP とNO.1の［DL値］に「10」と入力します。 

 

 作業ガイドの［作成］をクリックします。 

 CAD画面に横断図が配置されます。 

 

 

 

1 

2 

3 4 

5 

6 
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作成した図面のBPとNO.1断面を、3ページ目の発注図に複写して重ね合わせて確認します。 

4A-5 発注図との重ね合わせ 

複写する前に、複写位置を合わせるための補助点を入力します。 
ここでは、作成した横断図のBP、NO.1と、発注図のBP、NO.1の4断面に補助点を入力します。 

 5 ページ目「横断図 1」を開いている状態で、 
メニューバーの［入力］をクリックします。 

 

［補助］－［4点交点］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 BP断面の DL線を拡大して、DL線の両端を
順にクリックします。 

 

 

 

 

2 

1 

3 

■補助点の入力 
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4 

 センター線の両端を順にクリックします。 

 DL線とセンター線の交点に補助点が入力 
されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、NO.1断面に補助点を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 
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 同様に、3 ページ目「03_横断図」の BP断面
に補助点を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、NO.1断面に補助点を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［中止］をクリックし、補助点の
入力を終了します。 

 

 

 

8 

右クリック 

6 

7 
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入力した補助点を利用して、5ページ目の断面図を3ページ目の発注図に重ねます。 

 5 ページ目「横断図 1」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 BP断面を拡大し、現況線と補助点の範囲を
ドラッグして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メニューバーの［データ編集］をクリックします。 
 

［複写］－［複写］をクリックします。 

 

 

 

 

2 

4 

3 

■発注図との重ね合わせ 

1 

現況線と補助点が
選択色になります。 
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 補助点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 ページ目「03_横断図」を開きます。 

 

 BP断面を拡大して、補助点をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

7 

6 
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 同様に、NO.1断面を重ねます。 

 

 

 

 

断面が重なり、発注図の現況と
実際の現況に差異があることが
確認できます。 

8 
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入力したデータを保存します。 
横断丁張で入力した内容や、重ね図が保存されます。 

4A-6 データの保存 
 

 メニューバーの［ファイル］をクリックします。 
 

［名前を付けて保存］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存するフォルダーを選択します。 

 

［ファイル名］に「横断」と入力します。 

 

［保存］をクリックします。 
 データが保存されます。 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 
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ここでは、「4A 横断丁張 着工前測量データと発注図」で入力した横断データに、発注図の計画形状を取得したデータを 
重ね合わせ、構造物などの変化点や現況との交点のXYZ座標を確認・登録する方法を説明します。 
※ここでの操作は、横断計算・横断図作成のオプションが必要です。 

4B 横断丁張 計画を取得し座標で管理 

発注図の現況線 

発注図の計画
 

起工測量結果の現況線 

発注図の計画
 

起工測量結果の現況線 

端部調整後の計画線 

発注図 

起工測量結果の現況線を反映 

計画線の端部を調整 

計画変化点ごとの横断計画高計算書を作成し、計画変化点を座標として登録 
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読み込んだ横断図が表記通りの縮尺で作図されているかを確認後、横断丁張を起動します。 
ここでは、「4A 横断丁張 着工前測量データと発注図」で保存した「横断.MSS」を使用して操作します。 
保存したデータがない場合は、サンプルデータ「サンプル横断.MSS」を開いて操作を始めてください。 
※サンプルデータは「C:\FcApp\EX-TREND武蔵\マニュアル用データ\路線縦横断」フォルダーに格納されています。 
 

4B-1 発注図から計画を取得 

発注図から計画形状を取得しやすくするため、現況線のレイヤを非表示にします。 

 3 ページ目「03_横断図」を 
開きます。 

 

 ツールバーの［形状表示］を 
クリックします。 

 レイヤ一覧が表示されます。 

 

 

 

■レイヤの表示設定 

1 

2 
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 「C-BGD」をダブルクリックして、 
グレー（非表示）にします。 

 

 

 

計画線が現況線に届いていない 

現況線 
（起工測量） 

計画線 

計画線が現況線からはみ出ている 

現況線 
（起工測量） 

計画線 

図面を確認すると、計画線と現況線が整合していないことが確認できます。 

3 

発注図の現況線が
非表示になります。 
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入力済みの横断丁張データを開き、発注図から計画形状を取得します。 
ここでは、BPの計画形状を取得します。 

 メニューバーの［測量計算］をクリックします。 

 

［横断丁張］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「着工前」を選択します。 

 

［開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業ガイドの［取り込み］をクリックします。 

 

［CAD数値化］をクリックします。 

 

 

1 

3 

4 

5 

■BP の計画形状の取得 

2 

6 



136 

10 

 

8 

9 

 作成する断面は［新規断面］を選択します。 

 

［断面種類］は［計画］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 計画形状を取得する断面を指定します。 

BP断面の範囲を対角にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［追加距離］に「0」と入力します。 

 

 計画形状の取得方法を指定します。 

［入力モード］は［任意点指定］を選択 
します。 

 

 

範囲を指定すると、断面名、
縮尺、高さ基準、距離基準が
自動取得されます。 

11 

 

12 

 

7 
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 計画形状の変化点を指定します。 

 左断面法肩、法尻、構造物始まり、構造物
終わりを順にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 センターをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右断面道路端、法尻、法肩を順にクリック 
します。 

 

 
 

13 

 

14 

 

15 

 

ツールバーの［線の変化点を表示］を
オンにすると、変化点がハイライト表示 
され、指定しやすくなります。 
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 右クリックして［OK］をクリックし、入力を確定
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 道路部と法面の分類位置を指定します。 

 左側の法尻をクリックします。 

 

 

 

 

 

16 

 

右クリック 

17 

 

18 
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 続けて、右側の法尻をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 断面形状の法面を以下のように設定します。 
 ［左側］：切土 

 ［右側］：切土 

 

［決定］をクリックします。 
 BP の計画形状が取得されます。 

 

 

19 

 

20 

 

21 

 

取得した計画形状が
緑色で表示されます。 
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［新規断面］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作成する断面は［新規断面］を選択します。 

 

［断面種類］は［計画］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 計画形状を取得する断面を指定します。 

NO.1断面の範囲を対角にクリックします。 
 

 

 

BPと同様に、NO.1の計画形状を取得します。 

5 

■NO.1 の計画形状の取得 

1 

3 

4 

2 
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 ［追加距離］に「20」と入力します。 

 

 計画形状の取得方法を指定します。 

［入力モード］は［任意点指定］を選択 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画形状の変化点を指定します。 

 左断面法肩、法尻、道路端を順にクリック 
します。 

 

 

 

 

6 

7 

範囲を指定すると、断面名、
縮尺、高さ基準、距離基準が
自動取得されます。 

8 

ツールバーの［線の変化点を表示］を
オンにすると、変化点がハイライト表示 
され、指定しやすくなります。 
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 センターをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右断面道路端、法尻、法肩を順にクリック 
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右クリックして［OK］をクリックし、入力を確定
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

10 

 

9 

11 

 

右クリック 

12 
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 道路部と法面の分類位置を指定します。 

 左側の法尻をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続けて、右側の法尻をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 断面形状の法面を以下のように設定します。 
 ［左側］：切土 

 ［右側］：切土 

 

［決定］をクリックします。 
 NO.1 の計画形状が取得されます。 

 

13 

 

14 

 

15 

 

16 
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 ダイアログ右下の［確定］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

計画形状を取得したデータを入力済みの横断データに追加して重ね合わせます。 

■データの追加 

1 

2 

入力済みの現況データと
取得した計画形状が 
重なって表示されます。 
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発注図から取得した計画形状は、現況線からはみ出ていたり、現況線に届いていない場合があります。 
そのような計画データを横断丁張に追加すると、現況線からはみ出た部分は自動的にカットされますが、届いていない部分は 
そのままの状態になっているので、現況線にすりつける必要があります。 
ここでは、BP断面右側の計画線を延長し、現況線にすりつけます。 

4B-2 現況線へのすりつけ 

1 

■事前準備（勾配モードの変更） 

法面勾配を固定した状態で現況にすりつけるため、勾配モードを変更します。 
 

 作業ガイドの［計画］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［右］を選択します。 

 

［断面形状］は［法面（切土）］を選択 
します。 

 

 1行目の［モード］セルをダブルクリックして、 
リストから［勾配＋距離］を選択します。 

 

 1行目の［勾配モード］セルをダブルクリック 
して、リストから［比］を選択します。 

 

 

 

3 

2 

4 5 
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［現地盤交点］を使用して、すりつけを実行します。 

 1行目のセルを選択している状態で、 
［現地盤交点］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［優先項目］は［勾配］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 計画線が現況線にすりつきます。 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

■すりつけの実行 

勾配が固定されたまま計画線が
現況線との交点まで延長します。 
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計画変化点ごとの計画高や距離が確認できる計算書を作成し、すりつけ後の計画変化点のXYZ座標値を登録します。 

4B-3 帳票作成と座標登録 

 作業ガイドの［帳票作成］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［帳票］は［横断計画高計算書 
（計画点毎）］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

1 

■計算書の作成 

3 

2 
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 プレビューを確認後、［印刷］や 
［EXCEL］をクリックして出力します。 

 

［閉じる］をクリックします。 
 

 

 

4 5 

Excelへの出力は、 
入力専用ライセンスでも可能です。 
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 作業ガイドの［座標登録］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［BP］と［NO.1］をオンにします。 
 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 
 ［座標入力］に各変化点の点名や 

XYZ座標値が登録されます。 
 

 

1 

■座標値の登録 

［全OFF］をクリックするとすべて
オフになります。 
登録する断面が少ない場合は、
すべてオフにした後に必要な断面
のみオンにしてください。 

4 

2 

3 



入力専用－1 

EX-TREND武蔵を起動するには、プロテクトキー（ネット認証ライセンスやUSBプロテクト）が必要になります。 
 
 
 
 

参考 入力専用ライセンス 

ほかの方がプロテクトキーを使用中で空きがないときでも「入力専用ライセンス」を利用することで、EX-TREND武蔵を起動して
作業することができます。 

ただし、「入力専用ライセンス」で起動しているときには、データの入力や保存は可能ですが、成果物の印刷やファイルの出力が
できませんのでご注意ください。 

 

ここでは、「入力専用ライセンス」の使用方法と、起動・終了方法について説明します。 
 

ネット認証ライセンス USBプロテクト 

 

入力 保存 

ファイル出力 成果物の印刷 

入力専用ライセンスで 
EX-TREND武蔵 

を起動 

入力専用ライセンスを使用するために、親となるネット認証ライセンスやUSBプロテクトからライセンス情報を取得します。 
ライセンス情報の取得をおこなうには、ネット認証ライセンスを認証する必要があります。（USBプロテクトの場合はパソコンに
装着する必要があります。） 

1-1 入力専用ライセンスの使用方法 

 ネット認証ライセンスの認証、 
または USB プロテクトの装着をおこないます。 

 

1 

認証中 

認証中 

ネット認証ライセンスの場合 USBプロテクトの場合 



入力専用－2 

［入力専用ライセンス］をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 取得するライセンスの種類を選択します。 
（右の例は、ネット認証ライセンスの占有モード
を利用している場合です。） 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 デスクトップ左下に、入力専用ライセンス 
起動中のアイコンが表示されたことを確認しま
す。 

 

2 

4 

3 

5 

7 

ライセンス情報の取得が完了し
たら、 
ネット認証ライセンスの解除や
USBプロテクトの取り外しをおこ
なっても構いません。 

6 

アイコンは移動すること
もできます。 



入力専用－3 

入力専用ライセンスを起動し、［EX-TREND武蔵 インデックス］を起動します。 
※はじめて入力専用ライセンスを使用する場合は、「1-1 入力専用ライセンスの使用方法」を確認してください。 

1-2 入力専用ライセンスでEX-TREND武蔵を起動する 

［入力専用ライセンス］をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 デスクトップ左下に、入力専用ライセンス 
起動中のアイコンが表示されたことを確認しま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［EX-TREND武蔵 インデックス］を 
ダブルクリックします。 

 

1 

1 

3 

2 

すでに入力専用ライセンスが起動中の場
合は、以下のメッセージが表示されますの
で［OK］をクリックしてください。 

 



入力専用－4 

 

右クリック 

入力専用ライセンスは、ネット認証ライセンスおよびUSBプロテクトとの同時利用ができません。 
例えば、「ネット認証ライセンス」を認証している状態でも「入力専用ライセンス」を起動している場合は、「入力専用ライセン
ス」が優先され、印刷や出力などができなくなります。 
 
ここでは、入力専用ライセンスの終了方法を説明します。 

1-3 入力専用ライセンスの終了 

 EX-TREND武蔵を起動している場合は、 
［終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入力専用ライセンス起動中のアイコンを 
右クリックし、［入力専用ライセンスの終了］を
クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 入力専用ライセンス起動中のアイコンがなくなっ
たことを確認します。 

 

2 

3 

 
1 

4 
入力専用ライセンスが
終了しました。 




